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後田堂ノ前遺跡から八ツ岳を望む



韮崎市は山梨県の北西部、甲府市より北西121g4の ところに位置し、南東は三角形をした甲府盆

地の一角にあたり、南に富士山、北に八ツ岳、西に南アルプスの山々が望める風光明媚な地であ

ります。近年、市内では県営圃場整備事業、一般公共事業あるいは民間開発事業等により長閑か

な田園風景から自然と調和した田園都市としてその様相を変えつつあります。韮崎市ではそうし

た開発事業に伴い数多くの遺跡発掘調査に迫られ適切かつ迅速に対応するため、遺跡調査会を組

織し遺跡保護に努めてまいりました。すでに1989年、韮崎市立北東小学校建設にともなう発掘調

査に際して、調査面積19,2954f、 竪穴住居址423軒、掘立柱建物54棟にもおよぶ遺構を検出した

宮ノ前遺跡を始め、何力所かの遺跡調査を行ない多大な成果をあげております。

今回ここに報告する後田堂ノ前遺跡は韮崎市藤井町北下条字後田。坂井字堂ノ前地内において

1996年に韮崎市文化ホール前通り線建設工事に伴い調査を実施した遺跡であります。事業予定地

周辺の藤井町は市内を南北に貫流する塩川右岸の河岸段丘上に位置し、古来より「藤井五千石」

と称される穀倉地帯として知られております。またこうした肥沃な土地を背景として、太古より

人々が連綿と生活を営み続けてきたことは近年の開発事業に伴う発掘調査によって次第に明かと

なってきました。

後田堂ノ前遺跡からは弥生時代後期から平安時代にかけての住居址16軒、その他土坑・溝状遺

構・水田址が検出されました。これまで藤井平においては多くの遺跡が調査され多大な成果を収

めていますが、今回の調査によってこれまでの成果が補強され、更には豊かな歴史的展開が期待

出来るものです。このように古くから豊かな歴史のあるこの地域で今回発掘調査が行なわれたこ

とは実に意義深く重要なものでありました。貴重な発見があった後田堂ノ前遺跡の報告書が今回

ここに刊行されたことは喜ばしいことであり、本市の歴史に新たな 1ページが加わるとともに、

地域の歴史を再認識する機会となれば、この上ない喜びであります。

最後に、発掘調査並びに報告書作成に関し、多大なる御理解と、御協力、また御指導、御助言

を賜りました関係諸機関及び関係者の皆様に深甚なる感謝を申し上げる次第です。

平成 9年 3月 31日

韮 崎 市 遺 跡 調 査 会

会 長 秋 山 幸 一

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 口 野 道 男
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1 本書は、山梨県韮崎市藤井町北下条字後田2611～ 2631、 及び坂井字堂ノ前76■、77、 78に
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凡   例
1 本書の挿図縮尺は、各挿図ごとに示した。

2 遺構断面図の水糸レベルは海抜高 (m)を示す。
3 挿図断面図の 電修多 は石をあらわす。
4 歴史時代土器断面、白ぬきは土師器、黒は須恵器をあらわす。網点は陶器をあらわす。
5 住居址実測図、写真図版の遺物番号は、挿図中の番号と対応する。
6 本書で用いるスクリーントーンは以下の通りである。

遺構実測図中 踵踵割 は焼土の範囲

土器実測図中 匡霊∃ は赤彩部分 饉轟割 は黒色処理部分をそれぞれ表示している。
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第 1章  発 掘 調 査 の 概 要

第 1節 調査に至る経緯

韮崎市文化ホール前通り線建設工事について、市開発部局より計画提示を受け、それに伴い

韮崎市教育委員会が事業予定地内の埋蔵文化財確認調査を実施し遺跡の存在を確認したのは平

成 7年 (1995)3月 であった。その結果を基に、韮崎市教育委員会・開発部局及び山梨県教育

庁学術文化課を含めた二者で協議を行い、韮崎市遺跡調査会を調査主体として、遺跡名は調査

対象地が2つの小字に係ることから後田堂ク前遺跡とし、建設工事に先立って約1800ゴを対象

として発掘調査を行い、記録に留め永く後世に伝えることとした。発掘調査は平成8年 4月 23

日から開始し、途中約4ケ月の中断を挟んで12月 20日に終了した。引き続き遺物等の整理作業

を行い、報告書作成までの作業が終了したのは平成 9年 3月であった。

第 2節 調 査 組 織

1 調査主体 韮崎市遺跡調査会
2 韮崎市遺跡調査会組織 (平成 9年 3月 31日現在)

会 長 韮 崎 市 長 秋 山

副 会 長 韮 崎 市 助 役 古 屋

韮 崎 市 教 育 委 員 長  輿 石
韮崎市文化財審議会会長  山 寺
学 識 経  験 者  磯 貝
学 識 経 験 者 野 沢

学 識 経 験 者 谷 口

学 識 経 験 者 萩 原

学 識 経  験 者  波木井
学 識 経  験 者  志 村
社会教育委員会会長  木 下
山梨県教育庁学術文化課  出 月
山梨県埋蔵文化財センター  八 巻
韮 崎 市 収 入 役 雨 宮

韮 崎 市 監 査 委 員  石 井
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3 発掘調査及び整理作業参加者 (順不同、敬称略)

岡本 嘉一、小沢 高恵、小沢 栄子、小沢 久江、小沢 治代、大柴 欣子、岡本 保枝

小田切昭子、乙黒きくゑ、五味ゆき子、志村 冴子、阿部由美子、上野 理江

4 事務局 (平成9年 3月 31日現在)

事務局長 韮 崎 市 教 育 長  口 野 道
事務局次長 韮崎市社会教育課長  深 谷
事務局員 韮崎市社会教育課主査  内 藤 晴

韮崎市社会教育課副主査  山 下 孝
韮崎市社会教育課主任  野 口 文
調   査   員  伊 藤 正

第 3節 調査区域の設定と調査方法

韮崎市文化ホール前通り線建設工事は現況道路を直線化する改良拡幅工事であったため、拡

幅部分を調査対象地とした。調査区は最大幅が約10m、 延長約140mの狭長な範囲となる。調

査区現況は水田あるいは宅地となっており、そのため調査区は一筆ごとに東側から1区～ 5区

と設定した。調査にあたり生活道路等の確保や構造物の存在、あるいは安全面への配慮などか

ら多くの規制が生じ、調査対象地の全てにおいて調査を実施することができなかった。このた

め、各調査区は必ずしも互いに接合しない結果となってしまった。

調査は表土・耕作土を重機で排除した後、人力で精査を行い遺構の検出に努めた。遺構確認

面に至るまでに出上した遺物は各調査区遺構外出土遺物として一括して取り上げた。遺構の掘

り下げに際しては原則的に平面プランを確認した後、十字にセクションベルトを設置し土層の

堆積状況を確認 。把握しながら掘り下げを行ったが、遺構の平面プランが確認困難な場合には

適宜にトレンチを設定し遺構の範囲を確認しながら掘り下げを行った。遺構確認面以下の出土

遺物は原則として出土高さ。位置を平面図に記録後に取り上げた。

調査は東側の 1区から開始した。遺構の重複など少なかったため調蔭自体は比較的順調であっ

たが、6月 の水田耕作期以降、水路から調査区内に水が差し遺構が水没する状況も見られた。

建物の撤去が終わっていなかった4区を除き7月末をもって調査は一時中断し、建物撤去後の

12月 になって調査を再開した。
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彦

-2-



第 2章 塩逗

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

後田堂ノ前遺跡は山梨県韮崎市藤井町北下条字後田・坂井字堂ノ前地内にまたがって位置す

る。

韮崎市は山梨県の北西部、甲府市より北西12kmの ところに位置し、南東側は三角形をした甲

府盆地の一角にあたる。西側には南アルプスの前衛巨摩山地が走り、東側には秩父山地の前衛

茅ケ岳から続く緩やかな裾野が穂坂丘陵として広大な広がりを見せている。北側は八ケ岳から

韮崎まで30kmに及ぶ韮崎台地があり、その先端は舌状の台地となり本市中心にまで達している。

この台地をはさんで東側には秩父山地から塩川が、西側には南アルプスに源を発す釜無川が南

流し、本市南側にて合流し甲府盆地へ向かって流れ出している。このように韮崎市は西 。東 。

北の三方を山で囲まれ、南には平野が開けた地理的環境にある。

遺跡立地の地形は大きく台地上と比較的低地となる河岸段丘上に分けられる。具体的には4

地域をあげられる。(1)茅ケ岳南麓の穂坂丘陵、(2】塩,II右岸の河岸段丘上、通称藤井平と呼ばれ

る地域、G)本市中央部にある韮崎台地、通称「七里岩」と呼ばれる釜無川 。塩川の両河川に挟

まれた細長い台地上、(41釜無川右岸の河岸段丘上である。

後田堂ノ前遺跡はこのうち(跡の藤井平地域に位置する。本市の中央部を流れる塩川によって

約9.5kmにわたり、幅数百m～ l knに及ぶ平坦で長大な河岸段丘が形成されている。藤井平と

呼ばれる段丘面上は古来「藤井五千石」と称される穀倉地帯であったことが知られ、現在でも

肥沃な水田地帯が広がっている。しかし、一見すると平坦地の様相を呈する当該地域は塩川の

流路が現在のように安定する以前は藤井平の段丘面上で様々に流れを変えたらしく、自然堤防

状の埋没微高地が所々に発達していることが微地形分析によって明らかとなった。藤井平では

こうした埋没微高地上に遺跡が点在しており、本遺跡の標高は381m前後を測る。

第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境

近年、韮崎市では公共事業 。民間開発事業等に伴って、遺跡調査の必要に迫られている。最

も組織的調査のメスが入れられている藤井平では縄文時代前期後半から平安時代 。中世までの

住居址が検出されている。藤井平で人々の生活の痕跡が確実に確認できるのは縄文時代前期後

半～末である。宮ノ前遺跡硼では前期末住居址 1軒と土坑が、上本田遺跡でも前期末住居址が

検出されている。山影遺跡(9では中期初頭五領ケ台式期の住居址が 2軒発見されている。中期

後半曽利式期は後田①X北後田QO、 中田小学校遺跡20などから住居址や配石遺構の検出がある。

縄文後期では称名寺～堀之内期の住居址 3軒が宮ノ前遺跡から発見されている。晩期では住居

址 1軒が発見された中道遺跡、及び溝状遺構から縄文晩期～弥生前期にかけての上器が多数検

出した宮ノ前遺跡がある。

跡

-3-



弥生時代では宮ノ前遺跡から弥生前期の水田を検出している。弥生時代後期になると遺跡数

の増加が見られ、本遺跡で住居址 5軒、後田第 2遺跡(動で 6軒、北下条遺跡14)で 1軒、下横屋

遺跡131で 8軒、堂の前遺跡QOで 4軒、中田小学校遺跡で住居址 3軒の検出がある。いずれも櫛

描波状文を主体とした上器が出上しているが、東海地方の影響を受けたものも見られる。

古墳時代では前期の住居址を検出した後田遺跡、立石遺跡Q9がある。また、七里岩台地上に

は後述するように百軒近くにも及ぶ住居址を検出した坂井南遺跡が展開しており、藤井平が大

きな生産基盤となっていたことが窺われる。古墳時代中期では現在の塩川段丘崖近く、諜井町

相全に住居址 2軒を検出した枇杷塚遺跡151がある。地下水位が高く、調査時には次々に水が湧

き出す遺跡であった。古墳時代後期では本遺跡から住居址が 3軒検出され、昨年度調査を実施

し、南方300mに位置する後田第 2遺跡からも住居址 6軒を検出し、邦 。甕など当該期の良好

な資料が出上している。また本遺跡に隣接し昨年度調査した坂井堂ノ前遺跡(9か らも住居址 2

軒が検出されており、次段階への上器変遷を把握するのに良好な遺跡となろう。最後に後期古

墳と思われる火雨塚古墳(0が本遺跡の西側300mにある。地元藤井町にはこの古墳に関する伝

承が伝わっており、それによるとかつてこの周辺には群をなして「つか」が存在したことが窺

われるが、現在残っているのはこの 1基のみである。現状では墳丘の盛土は失われ石室の石が

一部残るのみである。

奈良 。平安時代では爆発的な住居址の増加がみられ宮ノ前遺跡の竪穴住居址417軒・ 掘立柱

建物址54軒を始め、北後田遺跡の52軒、中田小学校遺跡の18軒、堂の前遺跡の16軒、他に北下

条遺跡、下横屋遺跡、坂井堂ノ前遺跡、後田遺跡、宮ノ前第 2遺跡Qり、宮ノ前第 3遺跡QD、 駒

井遺跡QO、 前田遺跡側、立石遺跡QOなど多くの遺跡から住居址の検出がある。また宮ノ前第 2

遺跡からは仏堂と考えられる掘立柱建物址が検出され瓦塔や鬼瓦片が、宮ノ前第 3遺跡からは

県内初の漆紙文書が出土している。

中世では中田小学校遺跡から住居址 3軒が検出されている。他に金山遺跡QOな どもある。ま

た蔵の前塁址、殿田屋敷、相堡塁址、三光寺塁址などの館跡も知られている。

七里岩台地上では学史的に著名な坂井遺跡20を始め、縄文から平安時代までの住居址106軒、

そのうち古墳時代前期住居址98軒、方形周溝墓12基を検出した坂井南遺跡例がある。また武田

氏最後の居城として有名な新府城⑫もこの台地上にある。

釜無川右岸の河岸段丘上には縄文時代中期初頭の五領ケ台式土器が出上した円野町宇波円井

の宇波円井遺跡、縄文中期の住居址 3軒を検出した円野町上円井の北堂地遺跡、縄文後期の土

器が主体的に出土した神山町武田の新田遺跡90がある。弥生時代では遺構に伴わないものの円

野町下円井の二反田遺跡、新田遺跡、旭町上条北割に位置する大輪寺東遺跡から土器の出上が

みられる。古墳時代では、始めてこの釜無川右岸の河岸段斤卜に組織的調査のメスが入れられ、

住居址 4軒が検出された久保屋敷遺跡がある。平安時代では住居址 6軒を検出した新田遺跡、

住居址 2軒を検出した大輪寺東遺跡、住居址 2軒と水田址が検出された円野町の二反田遺跡等
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がある。中世から戦国時代にかけては先の大輪寺東遺跡の調査で溝等で囲まれた建物群の存在

や、各種の陶磁器類や漆製品が出上し居館の存在が確認されている。戦国武将武田氏の家臣甘

利氏の居館が文献資料などにより有力ではあるが断定にまで到っていない。その北方、神山町

武田には市指定史跡武田信義館跡90がある。武田信義館跡から南西に約 1.3kmに は武田信義の

要害城といわれる白山城ワ0がある。このように本遺跡の周辺には、縄文時代から中世の館跡・

城郭まで多数の遺跡が存在する。

第 1図中に示した遺跡の内訳は、以下のごとくである。

1 後田堂ノ前遺跡 (弥生後期～平安時代)

2 後田第 2遺跡 (弥生後期、古墳後期)

3 下横屋遺跡 (弥生後期、平安時代)

4 北下条遺跡 (弥生後期、奈良・平安時代)

5 枇杷塚遺跡 (古墳時代中期)

6 山影遺跡 (縄文時代中期初頭)

7 火雨塚古墳 (古墳時代後期)

8 坂井堂ノ前遺跡 (古墳後期、奈良時代)

9 後田遺跡 (縄文中期、古墳前期、奈良 。平安時代)

10 堂の前遺跡 (弥生後期、平安時代)

11 北後田遺跡 (縄文中期、奈良 。平安時代 )

12 宮ノ前第 3遺跡 (平安時代 )

13 宮ノ前第 4遺跡 (平安時代)

14 宮ノ前遺跡 (縄文前期末～晩期、弥生前期、奈良 。平安時代)

15 宮ノ前第 5遺跡 (奈良・平安時代)

16 駒井遺跡 (奈良時代)

17 宮ノ前第 2遺跡 (奈良・平安時代)

18 立石遺跡 (古墳前期、平安時代)

19 金山遺跡 (中世～近世)

20 前田遺跡 (奈良・平安時代)

21 中田小学校遺跡 (縄文中期、弥生後期、奈良・平安時代)

22 新府城 (中世)

23 坂井遺跡 (縄文前期～中期)

24 坂井南遺跡 (縄文中期、古墳前期、平安時代)

25 武田信義館跡 (中世)

26 新田遺跡 (縄文後期、平安時代)

27 白山城 (中世)
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第 1図 後田堂ノ前遺跡①と周辺の遺跡 (1:25′ 000)
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坂井堂ノ前遺跡

田

第 2図 調査区位置図 (1:750)
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1∝ 暗灰欄色圭ミ砂粒・州驚 多量に含み、しまりがなく、粘性あり

基 本 層 序
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第 3 土早 連逗 構  と 塩逗

調査の結果、竪穴住居址16軒・土坑 5基・集石土坑 1基・溝状遺構 4条・水田址が検出された。

以下住居址・土坑・溝状遺構・水田址の順に説明していく。

第 1節 住居辻と出土遣物

第 1号住居址 (第 6図 )

カマドの存在から住居址と確認できたが、遺構の重複関係を見誤ったため規模・形態・内部施

設など詳細に無し得なかった。僅かに上層断面よりおおよその範囲と壁の立ち上がり及び掘り込

みが確認できた。平安時代の住居址である。

(位置)第 3区に位置する。

(規模 。形態)土 層堆積から範囲を推移すると南西約4.80m程度、南北は約2.50mの範囲を確

認した程度である。隅丸方形を呈するだろう。

(覆土) 4層からなるが、 1・ 2層は旧水田の耕作土と床土であり、実際は3・ 4層の褐色十

が覆土となる。覆土下層には焼土・炭化物が多量に混じり、焼失建物であった可能性もある。

(内部施設)前 述したように僅かに土層堆積から得られる情報のみとなってしまったが、掘り

込みは約25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。床面は僅かに一部、踏み固められたところが存

在した。

(カ マド)住 居北壁中央に掘り込まれていたと推定できる。構築石材が僅かに残る状態であっ

た。推定規模は長軸85clll、 短軸50cm、 深さ15cm程となる。覆上には炭化物・暗褐色上が混じる焼

土層が約 5 cm堆積していた。

遺物 (第 7図 )

本住居址に確実に伴う遺物はカマド内より出上した 1の堺 1点のみである。底部回転糸切り未

調整で、日唇部が丸く、底部よりやや内湾気味に立ち上がる。器壁は厚く、「甲斐型」郭の消滅

以後に位置付けられる土器である。1l C前葉に位置付けられる。 2～ 4は覆土中よりの出土であ

る。 2・ 3の堺は 1と同様のものであろう。 4は灰釉陶器の抗である。 5の甕の日縁部片は5号

住からの混入であろう。古墳時代後期に位置付けられる。

(第 1号住居址出十惜物一覧〉
(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

＞面
面
内
共

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・ 口径・底径

1 上師器 邦 4.9, 14.2, 赤・白色粒子を
含み密

色
色嚇附

(内・外)ロ クロ撫で
底部回転糸切り痕

略完形
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Pl〔 11)

◎

2号住

1、 灰褐缶十～水田床土・砂粒。礫を含み、
灰褐角十がプロック状に混る。
よくしまり、粘性あり

2、 明黒褐色土～ 1層の影響を受け、鉄分の
沈殿がある。砂粒・礫がや
や多く混る。よくしまり、
粘性あり。

3、 黒褐色土～砂粒・小礫を含み、黒色上。

茶褐色十がプロック状に混る。
ややしまり、粘性あり。

4、 褐色土馬砂粒を比較的多く含む。黒色土・
黄褐色土がブロック状に混る。
しまりなく柔らかい粘性あり。

5、 黒褐色土～3層より黒味が強く、黄褐色
土粒が混る。ややしまり、粘
性あり。

6、 褐角十～砂粒・礫を含み、炭化物・焼土・
黄褐色砂質上が混る。ややしま
り、粘性あり。

7、 褐色土～焼土・炭化物が多量に混る。や
やしまり、粘性あり。

ｒ

ｌ

5号住日Ｈ
‐
キ
ヤ
‐
キ
‐、
ど
い
η
‐

/1/

θ斜イ
I

b

＼

1号住

一　
　
、

／

／
１
れ
、

　

／
／

a坐1,150

≦ゝ 2

k暗褐色土～望雑
is写撼野ξ尋毛驚

2、 焼土～炭化楊々 亀指frtキが混る
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ヽ
Ｋ
ド
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ピ
′

0        1160      2m

第6図  1、 2号佳居址実測図
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(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

＞面
帝
内
Ａ

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高。日径・底径

2 土師器 郷 (2.3),一 ,(5,4) 恥 を含み密 にぶい赤褐色 (内
・外)ロ クロ撫で
底部回転糸切り痕

底部破片

3 土師器 養 (2.0),一 ,5.6 示・白・黒色砂
眩を含み密

にない橙色 啜部回転糸切り痕 底部破片

4 騨 婉 (5.4),(15.0),
白色砂粒を含み
密

暗灰褐色 (内 。外)ロ クロ撫で
口縁部破
片

5 土師器 甕 (6.3),(19,0),
ホ色粒子。砂粒
を含み密

にぶい赤褐色
(内 )横刷毛目
(外)口縁部横撫で、胴部斜位刷毛日

口縁部
1/5残

6 石 器
打製
石斧 石器観察表 (P65)に一括する

第 7図 第 1号住居址出土遺物

0        1:3      10cIB

♪́

|

<三正三三」
'6
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第 2号住居址 (第 6図 )

遺構確認用のトレンチ掘り下げに際して黒褐色上の広がりと掘り込みを確認した。調査区外に

南側約1/2程度が広がり、西側では第 1・ 5号住居址と重複関係にある。結果として約1//4程度

が確認されたのみで、加えて炉などの内部施設は定かではないため住居址と認定して良いものか

不安が残る。時期は不明である。

(位置) 第 3区に位置する。

(規模・形態)土 層の堆積状況から推定すると東西5.79m程となり、南北方向は2.20m程が確

認された。小判形を呈するであろうか。

(覆土) 5層からなる。 1・ 2層は旧水田の耕作土と床上であり、実際は3～ 5層が覆土とな

る。堆積状況から第 1号住居址に切られているのは明瞭であるが、第 5号住居址との新旧関係は

判然となし得なかった。

(内部施設)前 述したようにカマド等の住居址内部施設は検出されなかった。壁高は東壁で27

cm、 】ヒ壁で26cmを測りほぼ垂直に立ち上がる。ピットは2つ確認された。Plは径36X32cm、 深

さ1lcm、 P2は径34× 32cm、 深さ14cmを測る。

遺物 (第 8図 )

いずれも覆上中からの出上であり、しかも時期的にばらつきがあるため、はたして本住居址に

伴うものが判然としない資料ばかりである。 1～ 4は縄文土器で、 1は五領ケ台式、21ま曽利式、

3は堀之内式、 4は加曽利Bl式にそれそれ比定できる。 5・ 6は弥生時代後期の折り返し口縁

壺の日縁部片である。

(第 2号住居址出土遺物―動
(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 罠慶軍ダ 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

1 緻
鍔
深鉢

金色雲母・砂粒
を含む

褐色 (外)横位沈線間に斜行沈線 破片

2 緻
器
深鉢

金色雲母・砂粒
を含む

暗褐色 (外 )刺突文。隆帯貼付 破片

3 縄文
上器
深鉢

金色雲母・ 石英
・砂粒を含む

灰褐色 (外 )隆帯貼付 破片

4 緻
端

鉢 金色雲母を含む
にぶい黄褐色
黒褐色

(内 )横位の沈線間に刺突文
(外)横位の沈線間に単節LR縄文

口唇部刻み

口縁部破
片

5 緻
端

望
金色雲母・白色
粒子を含む

褐色 (外 )櫛歯状工具による刺突文
口縁部破
片

6 堡基 空
金鯉 ・石英。

砂粒を含む
明褐色 (内 )単節LR縄文

(外 )刷毛目       口縁部刻み
口縁部破
片

7 石 器
製
斧
打
石 石器観察表 (P65)に一括する
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第 3図 第 2号住居址出+浩物

第 3号住居址 (第 9図 )

遺構確認用のトレンチ掘り下げに際して黒褐角十の広がりと掘り込みを確認した。遺構の大部

分は調査区外に広がる。出土遺物は大部分平安時代に属するものである。カマドなど内部施設が

確認できなかったため、掘り込みのみから判断した。住居址と認定するのにやや不安な遺構であ

る。

(位置) 第 3区に位置する。

(規模・形態)南 北方向1,84m、 東西方向4.75mを検出したにすぎず、形態は不明である。

(覆土) 4層からなる。暗褐色土を主体とした覆土で焼土・炭化物の混入が認められた。

(内部施設)柱 穴、周溝、カマド等は検出されなかった。壁高は北壁で23clllを測り、外傾して

立ち上がる。床面は特に硬化した部分は無かった。

遺物 (第 9図 )

いずれも覆土中から細片となって出上したものである。 1・ 2は須恵器蓋と邦、 3・ 4は「甲

斐型」の不と甕である。 3の郷は底部糸きり離し後、外周のみヘラケズリしている。暗文は観察

できない。 9世紀前半以降に位置付けられよう。 4の甕は外面縦方向のハケメが、内面には横方

向のハケメが施される。
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第9図 第 3号住居址実測図・出土遺物

く第 3号住居址出十惜物―D

1、 暗茶褐色土～砂粒・礫を含み、よくしまりかたい。

粘性ややあり、水田床土。
2、 暗褐色土～砂粒・小礫を含み、焼止粒。炭化物が若

千混る。しまりややあり、粘性強。
3、 暗褐色土～ 2層より焼土・炭化物が多く混る。

しまりややあり、粘性強。
4、 黒褐色上｀砂粒を多く含み、しまりなくやわらかい。

粘性強。

0        113      10cm

(単位 cm)

番
号 醸 器形

法  量
胎  土 勇慶要F 整 形・特 徴。その他 残存率

器高。日径・底径

l 須恵器 蓋 (1.5),(15,8),
白・黒色粒子を
含む

天色 (外)回転ヘラ削り
日縁部朝
片

2 須恵器 郷 (3.1),(1■ 0), 白色粒子を含む 天色 (内・外)ロ クロ撫で
日縁部破
片

3 土師器 罫 (1.2),一 ,(5。 8) 白色粒子を含む 踏色 底部回転切り痕 底部破片

4 土師質 甕 (6.3),一 ,(7.8)
籍 ・穣・
白色粒子を多く
含む

色
色酪鶏

目離
鵬
晴

指
縦
が

内
外 二次焼成によりおこげ

睡 体
部破片

―-20-―



第 4号住居址 (第10図 )

遺構確認用のトレンチ掘り下げに際して褐色土中に黒褐色十の落ち込みを確認する。街灯が設

置されていた住居址中央部分は調査を諦めざるを得なかった。奈良時代の住居址である。

(位置)第 3区に位置する。主軸はN-74° 一Eを とる。

(規模・形態)南 北方向3.90m、 東西方向4.12mを計測し、隅丸方形を呈する。

(内部施設)調 査された範囲からは柱穴、周溝等は検出されなかった。壁高は東壁が35cm、 北

壁が27cmを測り、比較的緩やかに立ち上がる。床面はカマド南側がやや低くなる以外ほぼ平坦で

ある。また床面には硬化した部分など認められなかった。

(カ マド)住 居址東壁の南東コーナ▼寄りに掘り込まれ、煙道部は5号住と切りあっている。

袖石が僅かに残り、カマド周辺全体に焼土粒が散っていた。長軸約1.19m、 短軸0,78m、 床面か

らの掘り込み 9 cmを測る。カマド北側には掘り込みと焼土粒の集中がみられた。作り替えがあっ

たものと思われる。

遺物 (第11図 )

図化できたのは僅かであった。 1は床面直上から、 2は覆土より、 3・ 4はカマド内からそれ

ぞれ出上した。 1は盤状郭で、底部は雑にヘラケズリされる。 2の須恵器郭は還元されてはいな

い。底部糸きり離し後、外周のみナデられている。 3は ロクロ整形土師器甕である。 4の甕は日

縁部が僅かに外反するのみで、以下直線的に胴部へ達する器形となる。外面粗いハケメが施され

ている。

(第 4号住居址出土遺物一覧〉
(単位 cm)

第5号住居址 (第 12図 )

トレンチ掘り下げに際して黒褐色上の落ち込みを検出した。第 1・ 2・ 4号住と重複する。古

墳時代後期に位置付けられる。

(位置)第 3区に位置する。長軸方向はN-21° 一Wである。

(規模・形態)南 北方向3.98m、 東西方向4.92mと なる。形態は隅丸方形を呈する。

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

(寅軍評 整 形 。特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

1 土師器 郭
赤色粒子を含み
密

橙色
(外)ロ クロ撫で
底部雑なヘラ削り

4/5残

須恵器 邪 (2.6),一 ,7.6 砂粒を含み密 獲色 氏部回転糸切り痕 底部破片

土師器 甕 (14。 7),(25,0), 一
赤・黒色砂粒を
含み密

にぶい黄橙色
(内 )輪積み痕あり
(外 )コ クロ撫で

1/6残

土師器 甕 (12.1),一 ,(9,0)
金色雲母・ 白色
砂粒を多く含む

にぶい赤褐色
(内 )刷毛日・撫で
(外 )縦刷毛目

1/6残
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第11図 第4号佳居址出土遺物
(内部施設)南 壁は重複関係にあるため検出出来なかった。北壁は北西コーナーからカマド部

分にかけて攪乱されていた。東、西壁は30cm前後を測る。部分的に周溝が東壁中央と南壁に認め

られた。幅22～36cm、 深さ6～20cm程度となる。ピットは4つ確認された。Plは径32× 32cmで

深さ27cn、 P2は径36× 35clllで深さ34cm、 P3は径37× 30cmで深さ40clll、 P4は径33× 40clllで深

さ33cmと なり、いずれも規模・形態ともに同様である。この内P4は他の遺構に伴うものであろう。

(カ マド)住 居址北壁に掘り込まれ、袖石が残っていた。煙道部は損乱されていたため一部不

明瞭であった。長軸約91clll、 短軸73cm、 床面からの掘り込み10clllを測る。焼上が約10cmの厚さで

堆積していた。

遺物 (第13図 )

遺物の出土は少ないものの器形が判断出来る土器が得られた。いずれも須恵器郭蓋模倣の上師

器郭ばかりである。 1、 2、 4は日唇部に到り内湾するもので、3は屈曲部から口縁部にかけて大

きく外反する形態となる。 1は床面より若千浮いて出上したものであるが、日縁部を一部欠損す

る以外、完形である。外面に屈曲部があり稜を有する。底部は丸底となり、内面には屈曲部が見

られず、「椀形」を指向するものである。 2～ 4は体部と日縁部の境に屈曲部を有し、いずれも平

―-23-―
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1、 黒褐色十～砂粒・小礫を含む。しまりのないと、

焼土粒。炭化物が混る。粘性あり。

2、 褐色上～褐色土中に、灰角十・黒色上。炭化物、焼土

がブロック状に混る。砂粒。月ヽ礫が僅かに混

る。しまりなく、粘性あり。

3、 雄

4、 灰褐t■―黒色上、擁止がブロック状に混る。

しまりややあり、粘性なし。

5、 褐角十～砂粒・小礫を多く含み、灰色土翔働
"こ
混る。

しまりあり、粘性なし。
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底気味となる。 2・ 3は床面直上から、 4覆土中からの出土である。51ま床面直上から細片となっ

て出上したもので、底部から日縁部かけて著しく欠損する。底部ヘラケズリ後ヘラミガキされる。

6の磨石様の石は先端に敲打痕があり、磨面も僅かにある。7は縄文時代の石棒である。

0         1:30      10cm

|

第13図 第 5号住居址出土遺物

〈第5号住居址出土遺物一覧〉
(単位 clll)

番
号 種類 糊

法  量
胎  土

調

＞面
面
内
Ａ

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・ 口径・底径

1 土師器 不 4.4, 12.2, 赤。白色粒子を
含み密

橙色～にぶい橙
色

(内)ヘラ磨き 内・外面一部黒変している
(外 )日縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削り後
ヘラ磨き

口縁部～
体部一部
欠損

2 土師器 郭
金色雲母・赤・
白色粒子を含み
密

褐色
(内 )ヘ ラ磨き
(外)口縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削り後
ヘラ磨き

3/4残
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番
号 種類 器形

法  量
胎  土

(寅甲戸 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・口径・底径

3 土師器 邦 126,
金色雲母・赤・
白色粒子を含み
密

にかい赤褐色～
暗褐色

(内 )ヘ ラ磨き
(外)口縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削り後
ヘラ磨き

口縁部一
部欠損

4 土師器 不 120, 金色雲母・白色
粒子を含み密

にぶい褐色～熱
随

(内 )ヘ ラ磨き
(外)口縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削り後
ヘラ磨き

4/5残

5 土師器 郭 (2.7),―― ,一―
赤・ 白色粒子を
含み密

黒褐色
(内 )ヘラ磨き、黒色処理されている
(外)口縁部ヘラ磨き、体部ヘラ削り後
ヘラ磨き

1/4残

6 石 器 磨石 石器観察表 (P65)に一括する

7 石 器 群 石器観察表 (P65)に一括する

(単位 cm)

第 6号住居址 (第14図 )

遺構確認時に黒缶キの広がりを確認し、土層観察用のベルトを残して掘り下げを行なう。第 7

号住及び第 3号土坑と重複する。 7号住を切り、3号土坑に切られる。古墳時代後期に位置付け

られる。

(位置)第 3区に位置する。長軸方向はN-58・ ―Wである。

(規模・形態)南 北方向4.62m、 東西方向4。 26mと なる。形態は隅丸方形を呈する。

(内部施設)壁 高は南壁で30clll、 南西壁付近で28allを測りやや高くなる以外、他は20clll前後を

測る。西壁中央部は掘り下げ時に壁の立ち上がりを検出できなかったため、他の遺構と重複して

いるものと考え掘り広げてみたが特に遺構らしきものは検出できなかった。床面には特に踏み固

められて硬化した部分はなかった。ピットは7つ確認された。Plは径27× 28clll、 P2は径34×

32clll、 P3は径33× 33clll、 P4は径27× 28clll、 P5は径36× 38clll、 P6は径32X30911、 P7は径

54X57clllと なり、P7以外いずれも平面規模・形態とも同様である。この内柱穴となり得るのは

Pl～ 4であろう。

(カマド)住 居址東壁に掘り込まれ、構築石材が残っていた。長軸1.24m、 短軸40clll、 床面か

らの掘り込み 5 cIBを測る。焼上が厚く堆積していた。

建物 (第 15、 16図 )

遺物の出上は完形とはならないものの、カマド周辺より比較的多く見られた。1～ 3は覆土中

から出上した上師器郭である。1は日縁部が短くやや内傾気味に立ち上がる。2は日唇部に到り

内湾する形態で、3はやや大型のものとなろう。4～12はカマド内あるいはその周辺より出上し

た土師器甕である。10、 11などは小型となり、9は胴部球形となる胴張の甕である。 7、 10がハ

ケメ整形される以外、他はケズリにより整形される。13～20は覆土中の混入である。今回は取り

上げなかったが、縄文土器から中世の遺物がみられた。
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第16図 第 6号住居址出十積物

彿 6号住居址出+譜物一め

20

番
号 融 器形

法  量
胎  土 勇辮F 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

1 土師器 郭 (3.0),(13.4),
赤・黒色砂粒を
含み密

黒色
暗褐色

(内 )横撫で
(外)日縁部横撫で体部ヘラ削りの後横
撫で

口翻

片

2 土師器 郭 (2.8),(11.6),
黒色粒子を含み
密

にかい赤褐色 (内・外)コ クロ撫で
日縁部破
片

3 土師器 郭 (2.6),(14.8), 一
本色粒子を含み
諮

暗赤褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外)体部ヘラ削り

口翻

片

4 土師器 露 (7.0), lα 6,一一 白
・黒色粒子を
含み密

にぶい橙色
(内 )日縁部横撫で、胴部撫で
(外)口縁部横撫で、胴部ヘラ削り

日翻

片

5 土師器 蓋 (6.8),la 2, 一― 赤
・白・黒色粒
子を含み密

橙色
(内 )口縁部横撫で、胴部ヘラ撫で
(外)口縁部横撫で、同部ヘラ削り

日縁部
1/躾

土師器 襲 (∝ 0),1丘 2,一 自色砂粒を含み
雷

にぶい赤褐色
(内 )口縁部横撫で、胴部撫で
(外)口縁部機撫で、胴部ヘラ削り

日翻
片

7 土師器 贅 (11.4),la 8. ――
赤・黒色粒子を
含み密

によい赤褐色
(内 )横刷毛日、輪積痕あり
(外)粗い刷毛目

口縁部
1/3残
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(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

＞面
面
内
駅

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・ 口径 。底径

8 土師器 甕 (5.0),18.0,一
金色雲母・白・
黒色砂粒を含み
密

にぶい橙色
(内 )撫で
(外 )日縁部撫で、胴部ヘラ削り

口縁部破
片

9 土師器 菱 (11.5),一 ,一 白・黒色粒子を
多く含み密

にぶい褐色
(内 )撫で
(外)ヘラ削り

胴部破片

土師器 甕 (8.0),(12.9),
白・黒色砂粒を
含み密

にかい褐色
(内 )撫で
(外)縦刷毛目

口縁部破
片

土師器 養 (5.8),(11.8), 砂粒を含み密 赤褐色 (内・外)横撫で
口縁部破
片

上師器 郵 ?) (5,8),一 ,(5。 5) 白
・黒色砂粒を
含み密

褐色
(内 )撫で
(外 )ヘラ削り

1/5残

須恵器 蓋 (2.1),(1■ 0), 一
白色砂粒を含み
密

灰色 (内・外)ロ クロ撫で
口縁部破
片

須恵器 邦 (2.0),一 ,7.4 白色粒子
・砂粒

を含み密
にぶい赤褐色

(内・外)ロ クロ撫で
底部回転糸切り痕

底部破片

生
器
弥
土

一霊 (5.7),一 ,一 砂粒を含み密 褐色にぶい橙色
(内 )横撫で
(外 )頸部10条 1単位の平行線文、胴剤
U字状弧線文

期 片

須恵器論
絣
(1.6),一 ,9,0 白色砂粒を含み

密
黄灰色 底部回転糸切り痕 底部破片

土師器
高台
付郭
(0.9),一 ,5.8 微砂粒を含み密 灰褐色 (内 )暗文あり 底部破片

須恵器 鍾 (6.2),一 ,一 黒色砂粒を含み
密

灰黄色
(内 )横撫で
(外)横刷毛目

胴部破片

須恵器 甕 ( 5,9), 20.8 , 一 砂粒を含み密 灰色 (内・外)ロ クロ撫で
口紳
片

土師質献
嗣
(3.2),一 ,7.0 砂粒を含み密 橙色 底部回転糸切り痕 底部破片

第 7号住居址 (第17図 )

第 6・ 8号住居址と重複し、更に調査区外に一部広がる。切り合い関係から6・ 8号住に切ら

れている。遺物の出上が少なく住居址の時期は古墳時代後期以前としか判断できない。

(位置)調 査第 3区東端に位置する。

(規模・形態)検 出した限りで、南北方向4.00m、 東西方向3.38mと なる。形態は隅丸方形を

呈するだろうか。

(覆土) 4層からなる。大部分は3層の黒褐角十であり、土層堆積から8号住に切られている

ことは明瞭であった。

(内部施設)調 査範囲内からはカマド、住穴、周溝等内部施設は検出されなかった。壁高は北

壁で28cmを測る以外定かではない。床面は特に硬化した部分はなかった。

(遺物)遺 物の出土は小片が数点出上したのみで図化には到らなかった。
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第17図 第 7・ 8号住居址実測図

第 8号住居址 (第17図 )

第 7号住の床面精査時に黒褐缶十の広がりを確認する。第 7号住居址と重複関係にある。遺構

の大部分が調査区外に広がるため、僅かな範囲のみの検出である。古墳時代後期に属す。

(位置)第 3区東端に位置する。

(規模・形態)確 認した範囲のみでは東西1.95m、 南北0.35mと なる。形態は不明である。

(覆土) 5層からなる。僅かな範囲であったが、レンズ状の堆積が認められた。覆土中には焼
土・炭化物が多く混じっていた。

(内部施設)前 述したように僅かな検出から得られる情報のみとなってしまった。柱穴、周溝

等はなくカマドを一部検出したのみである。掘り込みは約38cmを測り、壁は垂直気味に立ち上が

る。床面には踏み固められたようなところはなかった。

(カ マド)住 居北壁に掘り込まれていたと推定できる。両袖石が残り、検出した規模は長軸62

cm、 短軸86clll、 深さ16clll程となる。覆上には炭化物・焼土粒が多量に混じり、焼土層が約 5 clll堆

積していた。

遺物 (第18図 )

本住居址からの出土土器は必然的にカマド内及びその周辺からとなる。出十十器のほとんどは

甕の破片であった。 1は婉の日縁部片、 2は胴部が球形となる甕で、ハケ整形の後ミガキが施さ

れる。 3はハケ整形される長胴の甕である。

１１イ‐Ｉ削卿潮刑日日倒向牌際燭『枷「郷ヽ
ずだｒｉ‐

「
日
Ｈ
担
日
Ｈ
Ｈ
Ш

ｄ日
Ｎ
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Φ
一
引
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
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0        1:3       10cm

第 9号住居4L(第 19図 )

遺構確認のトレンチ掘り下げ時に黒

褐色土の広がりを確認する。遺構の大

部分は調査区外に広がり、僅かな範囲

のみの検出である。柱穴、カマド等内

部施設も確認できず、掘り込みのみの

確認であるため住居址と認定するのに

不安なものである。時期不明である。

(位置)調査第 2区西端に位置する。

第18図 第 8号住居址出土遺物
く第 8号住居址出土遺物一覧〉

ー
R＼ ―

0   1:60 1cm

―

Ａ

　

Ａ

(単位 cm)
番

号 種類 器形
法  量

胎  土 勇慶要F 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高 。口径・底径

1 土師器 婉 (6.8),(14.8), 鐙諜盛嘉暗赤褐色 〔寮;督拶覇横撫で、体部ヘラ撫で 日縁部破片
土師器 甕 (15,9),一 ,一 にぶい橙色

隙 ;鑽欝覆漁で、胴部縦刷毛日の後磨き
1/5残

土師器 雷 (27.0),(21.0),一
細かい金色雲母を
多く合み赤・白・
黒色粒子を含み密
盟套憬果褐色 線 婚 狭覇横撫で、胴部縦刷毛目 1/2残

381.272
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第19図 第 9号住居址実測図



(規模)確 認した範囲のみでは東西0.97m、 南北2.95mと なる。形態は不明である。

(内部施設)前 述したように柱穴、周溝、カマド等内部施設は検出できなかった。掘り込みは

約22cmを測り、壁は緩やかに立ち上がる。床面には踏み固められたようなところはなかった。

(遺物)本 遺構から出土遺物はなかった。

第10号住居址 (第20図 )

遺構確認時に黒褐色土の広がりを確

認し、掘り下げを行う。大部分が調査

区外に広がるため、僅かな範囲の調査

であった。掘り込みが深く、水路の際

だったため常に水が差すような状態で

あった。弥生時代後期に位置付けられ

る住居址である。

(位置)第 2区西端に位置する。

(規模・形態)調 査した範囲で東西

1,79m、 南北1.86mを測る。

(覆土) 7層 となるが、この内 3層

以下が住居址覆土となっている。黒色

第20図 第10号住居址実測図

土と灰黄褐色上が交互にレンズ状に堆積しているのが明瞭に観察できた。

(内部施設)僅 かにピットが 1つ確認された。径43× 34clllと平面楕円形となり、深さは18cmを

測る。住居址の掘り込みは54cmあ り他に柱穴、周溝等は検出できなかった。床面は硬化した部分

はなく軟弱であった。

0      113     10cm

第21図 第10号住居址出土遺物

―-33-―
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遺物 (第21図 )

床面直上より2点の上器が得られた。 1は内外面とも丁寧にミガキが施され、赤彩される鉢、

2は一部欠損するもののほぼ完形となる片口土器である。体部はハケ整形の後ナデによってハケ

メが消されている。内外面とも一部赤彩されている。

(第10号住居址出土遺物一覧〉 (単位 cm)

第11号住居址 (第22図 )

南側半分は調査区外に広がり、第 5号土坑と重複する。弥生時代後期の住居址である。

(位置)第 2区に位置する。主軸方向はN-78° 一Eである。

(規模・形態)調 査区外に一部広がるため定かではないが、東西6.31m、 南北2.28mを 検出し
た。形態はやや不整な小判形となるだろうか。

ヽ
∞

―

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 勇慶喜F 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

1
生
器
弥
土 鉢 9。 2,(17.4),6.4 含岳軍暑き家蓄黒 色

色
褐
赤
赤 隅 &鶴、耗 3/4残

2 腔
齢
口
器
注
土 8.0, 9。 3, 5,4 暮色霧旱をきみ解 駆 贔 変) で撫

で
後
撫
目
り

朧

鞠

で
で
切

撫
撫
糸
壽縁縁
部

口
口
底

内
外 4/5残

A警 1'372

1、 灰色土～水田耕作土
2、 灰褐色■―X田床土
3、 黒掲色土～微砂粒を含み、

しまり、粘性ややあり。
4、 黒褐色と～砂粒・ガ蝶を含み、僅か

に炭化物・黄福色とが班
状に混る。しまりなし、
粘性あり。

5、 黒縄色土～4層より黄褐色上が多量に混る。
しまりややあり、粘性あり。

6、 黄褐色土～黒褐色とが班状に混る。
しまりややあり、粘性あり。

7、 黒掲色土～砂粒・小礫を含む
しまりややあり、粘性あり。

8、 景掲色土～責褐色上が班状に多量に混る。
7層より黒味も弱い。しまりな
く、粘性あり。

0        1:60      2m

幹
呼翻

0   1:30 50cm

―
第22図 第11号住居址実測図
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(覆土)覆 上の大部分は黒褐色上であり、僅かに炭化物が混入する程度であった。遺物の出土

はほとんど見られなかった。上層の堆積状況から5号土坑に切られていることが理解できた。

(内部施設)壁 高は北壁で37cmを測り、外傾して立ち上がる。床面はほぼ平坦であった。ピッ

トは1つ検出され、径32× 32clllの平面正円形で深さ6 cmと なる。

(炉)住 居ほぼ中央東側に偏って検出され、調査区外に一部広がる。確認された範囲で長軸52

clll、 短軸35cmと なり、深さは10cmである。礫が「コ」の字形に配されていた。

遺物 (第23図 )

遺物の出土は非常に少なく床面直上から1の底部片が出上したのみで、 2・ 3は覆土中からの

出上である。

(第11号佳居址出土遺物一覧〉

¢
0        1:3      10cm

第23図 第11号住居址出十措物
第12号住居址 (第25図 )

遺構確認時のトレンチ掘り下げに際して褐色十中に黒褐色上の広がりを確認し、掘り下げを行

う。大部分が調査区外に広がるため検出した範囲は僅かである。弥生時代後期の住居址である。

ｎ
ｌｌｌ
Ⅲ
Ⅳ
ｕ

(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 勇寮要戸 整 形・ 特 徴 。その他 残存率

器高 。日径・ 底径

1
姓
土器

鉢 (6.3), 一 , 5。 9
金色雲母。白・
黒色砂粒を含み密

にぶい褐色
褐色

(内 )ヘラ撫で
(外)縦刷毛目

1/2残

石 器
製

斧

灯

百 石器観察表 (P65)に一括する

石 器 替石 石器観察表 (P65)に一括する
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(位置)第 3区西端に位置する。     1

(規模 。形態)調 査区外に広がるため確認

した範囲で東西1.54m、 南北2.66mと なる。

(覆土)覆 上の大部分は4・ 5層の粘性の

強い黒角十となり、僅かに炭化物が混入する

程度であった。覆土中から遺物の出土はほと

んど見られなかった。

(内部施設)炉 。周溝等は検出されなかっ

た。壁高は30cmを測り、外傾して立ち上がる。

床面はほぼ平坦で、特に硬化した部分は認め

られなかった。ピットは1つ検出されたが完

掘には至らなかった。

遺物 (第24図 )

遺物の出土は非常に少なく11ま覆土中から、

2は床面直上から出土した。 1は折り返し日

縁となる壷の日縁部片である。折り返し部に縄文が施される。 2は肩が張らず、くびれ部から胴

部にかけて緩やかなプロポーションとなる甕である。 5条一単位の櫛描波状文が日縁部から胴中

位にかけて 4段巡る。波状文は途中何回か途切れ、胴部から日縁部へと施されている。

0        1:60      2mA

1、 明褐色土
～
水田床土。砂粒・礫を含み、灰褐色土がブ
ロック状に混る。かたくよくしまる。粘性

ややあり。
2、 黄褐缶十～黄褐色砂質土がプロック状に混る。しまり

ややあり。粘性ややありも
3、 黒褐伍十～砂粒・礫を含み、黄褐色土粒が混る。しま

りややあり、粘性あり。
4、 黒色土～砂粒・小礫・白色粒子を含み、胆 力渥る。

しまりなく、粘性強。
5、 黒色十～炭化物・黄褐何十プロックが混る。しまりな

し、粘性強。
6、 黒色土～砂粒・礫を含み、灰缶十と褐色上がプロック

状に混る。しまりややあり、粘性あり。

第25図 第12号住居址実測図

く第12号住居址出+惜物一覧〉
(単位 cm)

0        1:3 10cm

|

第24図 第12号住居址出土遺物

〈ド
｀`
IIヤ (

ヾヾ1嶋
部Wキ

彩
―
″

密

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

≫面
面
内
猟

色

く 整 形・ 特 徴 。その他 残存率
器高。日径・底径

1
縄文
上器

士霊 2.0),(20.0),一 暑色砂粒
を含み
褐色 腺逍ご報癌曼写教景籍談裂

み、折り日縁部破片

2 璧 養 14.8 , 14。 2 ,  5,8 砂粒を含み密 穏祭R権色 犠緻聯 検鞘 霰群略完形
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第13号住居址 (第27図 )

遺構確認時のトレンチ掘り下げに際して黄褐色砂質土中

に黒褐色土の広がりを確認する。北側半分が調査区外に広

がる。弥生時代後期の住居址である。

(位置)第 5区に位置する。

(規模・形態)調 査区外に一部広がるため定かではない

が、南西4.41m、 南北2.64mを検出した。形態は小判形と

なるだろう。

0       1:3      10cm
(覆土) 1・ 2層は耕作土及び水田床上、 3層以下が覆

土となる。砂粒・礫を多く含み粘性のない覆上であった。

覆上下層に僅かに炭化物が認められた。
第26図 第13号住居址出+惜物

(内部施設) ピットが 2つ確認されたのみであった。Plは径26× 21cm、 深さ26clll、 P2は径
38× 36cm、 深さ1lcm程となる。他に炉、周溝等は検出されなかった。

遺物 (第26図 )

覆土中からの遺物の出土は非常に少なかった。僅かに床面直上から壺ないし甕の底部片が 1点

得られたのみである。他に遺物の出土はなかった。

…A′
1｀ 灰角十～耕作上

2、 灰褐色土-7k田床土

3、 韓 ・感 ・恥 ・

小礫を含み、炭化
物か腕鋤 にゝ混る。
しまりあり、粘性
なし。

4、 暗褐色土～砂粒。礫が多く混
る。しまりあり、

A′       粘性ややあり。

5、 黒褐色土～炭化物・砂粒・小
礫を含む。黄褐色
砂質上がプロック
状に混る。しまり
なし、粘性あり。

0        1:60      2m

第27図 第13号住居址実測図

(第13号住居址出+浩物―め (単位 CIll)

／

．

Plell)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

＞
面
蒜
内
及

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・ 口径・底径

l 土師器 甕 (3.3),一 ,8.4 會,尋琶走李をにぶい黄褐色 腺辮栞葉痕 底部破片
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第14号住居址 (第29図 )

遺構確認に際して黄褐色砂質土中に黒褐色土の広がりを確認し、土層観察用のベルトを残して

掘り下げを行う。古墳時代後期の住居址である。

(位置)第 4区西側に位置する。主軸はN-19°一Wとなる。

(規模・形態)東 西4.64m、 南北3.00mを計測し、形態は横長の方形となる。

(覆土) 2層のみ確認された。砂粒・礫を多く含み粘性のない覆上であった。土層堆積からP

8は後の掘り込みであることが理解できた。

(内部施設) ピットが10基確認された。Plは径22× 18cm、 P2は径22× 30cm、 P3は径36×

33cm、 P41よ径25× 22cm、 P5は径21× 25cm、 P61よ径27× 29cm、 P71ま径24× 21cm、 P81ま径

29× 31cm、 P9は径37× 52cm、 P10は径19× 23cmと なる。いずれも平面形態 。規模ともに大差な

い。主柱穴と成り得るものはP8が後の掘り込みであることからPl・ 3・ 7・ 9の 4本であろ

う。壁高は北壁で21cm、 西壁で1lcmと なる以外、他は15cm前後を測る。床面には特に踏み固めら

れた部分は認められなかった。

(カ マド)住 居北壁の西側に掘り込まれていた。構築石材などは残っておらず、また袖石を据

え付けた痕跡なども認められなかった。長軸1.10m、 短軸1.08m、 掘り込みは29mを測る。焼土

が班状に認められた。

遺物 (第28図 )

覆土中からの遺物の出土は非常に少なく。僅かに確認面から器形の知れるものが得られた。 1

は住居南東隅から出上した甑形上器である。外面ナデ整形、内面雑なヘラミガキが施される。 2

はカマドの前面付近から出土した土師器郭である。日縁部を欠損し、丸底の底部から体部と口縁

部の境に稜を持って立ち上がる形態である。外面ヘラケズリの後ヘラミガキ、内面ヘラミズキが

施される。

0       1:3      10cm

第28図 第14号住居址出土遺物

(第 14号住居址出土遺物一つ (単位 cm)
番
号 翻 器形

法  量
胎  土 勇疫要戸 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

1 土師器 甑 &4 翻 き8・ にぶい黄褐色 (内 )ヘ ラ磨き  (予 L径 )1 0clll(外 )指撫で
4/5残

2 土師器 郭 (3.2),一 ,一 金色雲母 。赤・
白色砂粒を含む

ホ褐色～暗褐色
黒褐色 〔舜;父ヨ罰言 暑

縁部欠
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第15号住居址 (第30図 )

遺構確認に際して黄褐色砂質土中に黒褐色土の広がりを確認し、土層観察用のベルトを残して

掘り下げを行う。北側約半分が調査区外に広がる。弥生時代後期の住居址である。

(位置) 第 4区の中央に位置する。

(規模・形態)東 西4,71m、 南北4.13mを確認した。形態は隅丸方形となるだろう。

(覆土) 5層からなる。砂粒 。礫を多く含み粘性のない覆土であった。

(内部施設) ピットが4つ確認された。PlF径40× 27cm、 P2は径22× 21cm、 P3は径40×

39cm、 P4は径36X30cmを測り、P2以外平面形態・規模ともに大差ない。Pl・ 3・ 4が主柱

穴となるであろう。周溝が調査した範囲では住居西壁から南壁にかけてと東壁の一部に巡る。南

c螢
1。 247

B警
1.警7

B′

1、 灰黒色土～砂粒・小礫を含み、黒色土・焼土・
炭化物が混る。ややしまり、粕艦あり。

2、 暗褐色土～砂粒を多く含み、炭化物・責褐色砂
質上が僅かに混る。しまりなく、粘
性なし。

3、 褐色土～砂粒を多く含み、黒撮色土・灰色上が
班状に混る。しまりややあり、粘性な0        1:60      2m し。

4、 黒褐色土～砂粒を多く含み、炭化物の混入が僅かに
ある。黄褐色砂質上が班状に混る。
しまりややあり、粘性なし。

5、 灰黄梶色上～砂粒を多量に含み、黒福色土が班状に
混る。しまりなく、粘性なし。

第30図 第15号住居址実測図
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第31図 第15号佳居址出土遺物
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西隅付近で最大幅58clll、 南東隅付近で最小幅21cmを測り、深さは13cm程度である。壁高は西壁で

30cm、 南壁で23cm、 東壁で18cmを測り、やや外傾して立ち上がる。床面には特に踏み固められた

部分は認められなかった。

遺物 (第31図 )

覆土中からの遺物の出土は非常に少なかった。僅かに床面直上から1、 2、
｀
6の 3点が得られ

たのみである。この内、 1は P4付近から出土した甕である。約1/3程度欠損する。頸部は縦方

向の、胴部は横方向のハケメが施される。胴中位から底部までヘラナデが施される。 2は住居中

央から出土した壷の日縁部片である。外面ハケ整形の後、波状文が雑に施され、内面はハケ整形

される。 3は内外面ともハケ整形される鉢である。 4、 5は台付甕の脚台部である。 4は 5よ り

やや大きく開き、内外面ハケ整形される。 5は外面ナデ整形され、端部は部分的に折り返された

ようになる。 7、 8は郭は胎土に金色雲母を多量に含み、甲斐型土器以降に位置付けられる。

(第15号佳居址出土遺物一覧〉

第16号住居址 (第32図 )

遺構確認に際して礫が多量に混じる黄褐角十中に黒褐待十の広がりを確認し、掘り下げを行な

う。南側一部が調査区外に広がり、検出できなかった。奈良時代に位置付ける。

(単位 cm)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 勇険要評 整 形・特 徴。その他 残存率

器高。口径・底径

l 土師器 費 18.6 ,(15.2),  6.9
金色雲母。白・
黒色砂粒を含む

にぶい黄褐色
(内 )ヘ ラによる横撫で
(外)口縁部刻み、横撫で、顎部～胴部
上半刷毛日、胴部下半ヘラ撫で

3/4残

2 土師器 望 (5。 8),(16.8), 一

鰤
。
在 D〔・

白黒色粒子を含
む

にぶい褐色
橙色

(内 )刷毛目
(外 )用llt整形後櫛描波状文

口縁部破
片

3 土師器 鉢 (7.8),(19.8), 一

金色雲母を多く
含み、自・黒色
粒子を含む

にぶい橙色
にぶい褐色

(内 )刷毛整形後撫で
(外 )吊llt目

口縁部破
片

4 土師器 鮒
甕
(6.1),一 ,10.0 金色雲母・ 白・

黒色粒子を含む
にぶい赤褐色

(内湖1毛目
(外 )刷毛目

台部
4/5残

5 土師器 舗
甕
(6。 7), 一 , 9.4

金色雲母・ 白・
黒色粒子を含む

にぶい褐色
褐色

(内 )ヘラ撫で
(外)ヘラ撫で

台部のみ
残

6 土師器 甕 (3.0),一 ,(6.8)
金色雲母・石英・
白・黒色粒子を
含む

褐色
にぶい褐色

(内 )横撫で
(外 )吊llt目 。撫で

囁部破片

7 土師器 郭 (3.8),(13.9), 一
金色雲母を多量
に含む

黒褐色
褐色

(内 )ロ クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で

口縁部破
片

土師器 邦 (2.8),(7.0),一
金色雲母を多量
に含む

黒褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で

口縁部破
片

9 石 器 凹石 石器観察表 (P65)に一括する
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(位置) 第 5区の東側に位置

する。主軸方向はN-63・ ―E

である。

(規模・形態)調 査区外に一

部広がるため定かではないが、

東西方向2.77m、 南北方向3.04

mを検出した。形態は隅丸方形

となる。

(内部施設)壁 高は西壁で14

clllを測る以外、他は不明瞭な立

ち上がりとなる。床面は西側が

やや低くなる。ピットは2つ検

出され、Plは径協×52clllの平

面長楕円形で、P2は径47× 38

cmとなり、両者は間仕切り溝ら

しきもので連結する。

(カ マド)住 居東壁ほぼ中央

に検出された。長軸91cm、 短軸

81cmとなり、深さは16cmである。

焼土粒が全体に散っていた。完

掘後には地山中の礫が多数現れ

る結果となった。

遺物 (第33図 )

掘り込みが僅かしか確認でき

なかったこともあり、遺物の出

土は非常に少なく細片ばかりで

あった。 1は体部から口縁部ヘ

の立ち上がりが垂直気味となる

邪である。内面にヘラミガキが

施される。

0

１０

D

G

○

穐

』
鸞
日
。
日
∞
あ
∩

A 381,147

381.147
B_

A′

B′

0        1:60      2m

ヽ

０

‐
◎

381.147                 a′
a_

一亀塚軍
=ナ
焚誰鷲蝉姦睡
8、 黒色土～砂粒。4蝶を合み、黄

褐色砂質土・ 焼止粒が
lm        混る。o        l:30

‥                  
・

第16号住居址実測図第32図
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第33図 第16号佳居址出土遺物

彿 16号住居址出+浩物一め
(単位

第 2節 土坑と出十捨物

今回の調査では5基の土坑と集石土坑 1基が検出された。以下土坑から説明していく。

第 1号土坑 (第34図 )

第 3区で確認する。平面形は円形を呈し、断面鍋底状となる。覆土は粘性の強い黒色+が大部

分であった。規模は長径93cm、 短径83cm、 深さ40cmと なる。壁の立ち上がりは南側が緩やかであ

る。遺物は細片となった土器片が数点出土したのみであり、図化できたのは「甲斐型」の邦の底

部破片 1点である。

cm)

番

三

″
種類 器形

法  量
胎  土 勇疫軍声 整 形・特 徴。その他 残存率器高。日径・底径

l 上師器 杯 (3.8),15.0,一 赤色砂粒を含み
密

にぶい橙色
(内 )ヘ ラ磨き、暗文あり
一部煤付着

口縁部破
片

土師器 甕 微砂粒を含み痛 にぶい赤褐色 (内・外)昂 U毛目 附

須意器 聾 白色粒子を含み
密

褐灰色 (外)H口き目 囲叶

(単位 clll)

萱

々
種類 器形

法  量
胎  土

(寮暮評 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・口径・底窪

l 土師器 郭 (1.2),一 ,一 金色雲母、砂粒を含み密
明赤褐色
赤褐色

(内 )ロ クロ撫で
(外)ヘ ラ削り 底部破片
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第 2号土坑 (第34図 )

第 3区に位置する。規模は長径95cm、 短径71cm、 深さ36cmと なり、平面形は不整方形を、断面

形は鍋底状を呈する。坑底はほぼ平坦であり、壁の立ち上がりは北壁が垂直となる。覆土は全体

に黄褐缶+粒が混じる粘性の強い黒角+であった。出土遺物は縄文土器・土師器が出土するが、

すべて細片ばかりであったも図化したものは土師器邦と甕の底部片 2点である。

(単位 cm)

第 3号土坑 (第34図 )

第 3区に位置し、第 6号住の床面を掘り込んで構築されている。 6号住の床面精査時に確認し

たもので、規模は長軸1.54m、 短軸1.25m、 深さ4cmを測る。平面形は不整円形、底部は一部袋

状となり、坑底は凹凸となる。覆土中には炭化物・焼上が多く混じっていた。出上した遺物は僅

かであった。図化したものは須恵器甕の胴下半部である。

(単位 cm)

第 4号土坑 (第35図 )

第 4区に位置し、第15号住の横に存在する。規模は長軸1.13m、 短軸1.07m、 深さ21clllを測る。

平面形はほぼ円形、断面皿状となり、坑底は平坦である。出上した遺物は図化したもののみであっ

た。

(単位 cm)

第 5号土坑 (第22図 )

第 2区に位置し、第11号住と重複する。南側半分は調査区外へ広がる。土層断面からは本土坑

が切っていると理解できた。規模は東西1.79m、 南北58cm、 深さ48cmを確認した。平面はほぼ円

形となるだろう。断面鍋底状となり、坑底はほぼ平坦となる。出上した遺物はなかった。

一-45-―

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

≫
面
面
内
狐

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高。日径。底径

1 土師器 郭 (0。 8),一 ,一
金色雲母・赤・
白・黒色粒子を
含み密

橙色
明赤褐色

(内 )ロ クロ撫で
(外)ヘ ラ撫で

底部破片

土師器 甕 (3.0),一 ,(3.E
金色雲母・白・
黒色砂粒を含み
密

暗褐色
(内 )用 llt目

(外 )ヘラ撫で
底部破片

要営重
々
種類 器形

法  量
胎  土

(寅薯評 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・口径・底径

1 須恵器 養 (7.9),一 ,一 金色雲母・自色
粒子を含み密

灰色
オリープ黒色

ロクロ整形 胴部破片

番
号 漂 器形

法  量
胎  土 勇慶軍ダ 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径。底径

1 賃恵器 一盟 (4。 3),一 ,一 白・黒色砂粒を
含み密

灰白色
オリープ黒色

(内 )撫で
(外)撫で自然釉 胴部破片
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1・ 100

1土

1、 暗褐色土～石英・砂粒を含み、橙色の上が

ブロック状に混る。しまりあり、粘性ややあり。

2、 黒色土～石英・砂粒。ア礫 を含む。灰黄色砂質土がプロック

しまりなし、粘性強、炭化物が混る。

状に混る。

ヽ
∞

・
Ｉ

一

2土

A′

ゴ レ

ｍヽｉ‐ｔ＼‐‐‐‐ｉ‐ｉ‐「中）帝期
」

A′

ヽ
勺

・／

と、黒褐角十～黄褐角十ブロック・炭化物が混る。

しまりなし、粘性あり。
2、 黒褐色土～黄褐色土粒・炭化物・焼土粒が混る。

しまりなし、粘性あり。
3、 黒褐角十～黄褐色土プロックが多量に混り、炭化物・焼

土粒を含む。しまりややあり、粘性あり。

第34図 第 1～ 3号土坑実測図

3土
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第 1号集石土抗 (第35図 )

第 2区に位置し、南側が一部調査区外へ広がる。10～30clllの河原石を使用し、意図的な配置な

どは認められなかった。掘り込みは東西60clll、 南JL49clll、 深さ9 clllを確認した。平面は不整円形、

断面皿状となる。坑底はほぼ平坦となる。出土した遺物はなかった。

380。872
A一

381.147
A・― ―・A′

1号集石土坑

0     1:20   50cm

第35図 第 4号土坑・ 第 1号集石土坑実測図

1号土坑

ヽ     |  
～

1

2号土坑

0       113     10clll

第36図 第 1～ 4号土坑出+活物
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第 3節 溝状遺構と出土遺物

調査では4条の溝が確認された。以下番号順に説明していく。

第 1号溝 (第37・ 39図 )

第 2区の中央から検出し、調査区を南北方向にほぼ直線的にのびる。規模は北側で幅1.85m、

深さ50clll、 南側で幅2.16m、 深さ59clllを測る。中央部分でやや浅くなるが、徐々に幅を広げなが

ら南下する。覆土は黒褐色十を主体として、溝底には砂礫の堆積が確認された。遺物は縄文土器

から土師質まで出土するが、いずれも細片ばかりであった。遺構の時期は出土遺物から中世以降

に位置付ける。

第 2号溝 (第38・ 40図 )

第 2区に位置する。南北方向に走り、南端は11号住の手前で収束する。規模は北側で陣 。95m、

深さ36clll、 南側では幅1.20～ 30clll、 深さ25clllを測り、急激に幅を狭くする。覆土は黒褐色上が主

体となる。出土遺物には縄文土器から土師質まで見られる。40図2.3は確認面からの出土であっ

たが、これらの遣物から遺構の時期を11世紀前後に位置付けておく。

第 3号溝 (第37図 )

第 2区に位置する。規模は幅 lm前後、深さ25cm程度を測る。深さはほぼ一定を保つが、南に

行くにしたがって幅がやや広くなる。東側の立ち上がりは低く一部不明瞭であった。覆土は砂礫

が多量に混じる黒色土であった。本遺構の東側に水田遺構を確認している。当初、水田址の脇を

沿うように遺構が検出されたため水田に伴う施設ではないかと考えたが、取水日などの施設が検

出されなかったため、本遺構が水田水路等の水田址に伴うものとは確認出来なかった。遺物の出

土は縄文土器から土師器まで見られるが、いずれも細片ばかりで図化には至らなかった。遺構の

所属時期は平安時代以降に位置付けられる。

第 4号溝 (雰勢1図 )

第 4区東端に位置する。調査区を斜行しながら南北方向にのびる。幅75～ 107clll、 深さ40clll前

後を測り、幅・ 深さともにほぼ一定である。覆土はレンズ状の堆積が認められ、覆土中には挙程

から幼児の頭程の礫が多数混じっていた。礫混じりの黄褐色土中に掘り込まれており、完掘後に

は地山中の礫が多数現れることとなった。出土遺物は非常に少なく細片と化したものばかりであ

る。図化したのは弥生時代後期の甕の日縁部片と須恵器片のみである。遺構の時期は平安時代以

降に位置付ける。
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第37図 第 1・ 3号溝実測図
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I         I

381.072
B―

381.072
A―
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~~~~~~~~~― -1

1.灰褐缶十～水田床土
2.黒褐色土～砂粒・小礫を含む。灰褐色土。灰色上がプロック

状に混る。しまりなし、粘性ややあり。
名黒褐色止～黄褐色土がプロック状に多量に混る。しまりなし、

粘性ややあり。
生黒褐色土+黄褐色土～徹砂粒を多く含み、灰色土がプロック

状に混る。しまり。粘性ややあり。

第38図 ‐第 2号溝実測図
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∈ 71

鋭ギ
2

0       1:3      100m

0´

1.暗褐色土～砂粒・小礫を多く含み、黒色土
粒が班状に混る。しまりなく、
粘性あり。

2.黒褐角十～砂粒・小礫を多く含み、褐色砂
質上が混る。しまりなく、粘性
あり。

3.暗黒褐色土～砂粒・州燦を多く合み、褐色。

黄褐色砂質上が班状に混る。し
まりなく、粘性あり。

A′

B′

<第 1号溝出十惜物一覧>
第41図 第 4号溝実測図・出土遺物

(単位 cm)

番
号 種類 紡

法  量
胎  土

(寮薯戸 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・口径・底径

1 須恵器 郷 (0.8),一 ,(6.0) 白・黒色粒子を
含み密

灰色
(内 )撫で
(外 )底部回転糸切り痕 底部破片

2 土師器 養 (4.7),(lα  8〉 , 一―
金色雲母、自・
黒色粒子を含み
密

灰褐色
褐色

(内 )横撫で横刷毛目
(外 )日縁部横撫で頸部縦刷毛目

口縁部破
片

3 土師質 朋
鍋
(3.7),一 ,(28.4) 金色雲母、黒色

粒子を含み密
にぶい赤褐色
黒褐色

(内外)撫で 底部破片
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(単位 cm)
番

号 種類 器形
法  量

胎  土
調

≫
面
面
内
外

色

く 整 形・特 徴 ,その他 残存率
器高・ 口径・底径

4
縄文
土器
深鉢

白・黒色砂粒を
含み密

茶褐色
沈線により曲線的な文様が抽出され、
縄文が充填される

破片

5
姓
土器

甕
白・黒色砂粒を
含み密

灰褐色 13条 1単位の櫛描波状文 破片

6 姓
鍔

甕
白・黒色砂粒を
含み密

色
色賂朧

6条 1単位の簾状文 破片

7 姓
燃
甕

黒色砂粒を含み
密

にぶい褐色
褐色

簾状文・単線文 財

<第 2号溝出土遺物一覧>

<第 4号溝出十浩物一覧>

(単位 cm)
番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調
≫面面
内
猟

色
く 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

l 須恵器 蓋 (1.8),(14.0),
白色粒子を含み
密

黄灰色
(内 )ロ クロ撫で
(外)ロ クロ撫で

1/8残

2 土師質 皿
金色雲母を多量
に含む

にぶい灰褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

2/3残

3 土師質 皿 &8
金色雲母を多量
に含み、白・黒
色砂粒を含む

にぶい黄褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外)ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

3/4残

土師質 皿 (1.1),一― ,(4,4) ・
む
白
含をヽ
母
粒
攀
翻 黒褐色

(内 )撫で
(外 )ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

底部破片

縄文
土器 耕 (5.0),一 ,(10.8)

石英・長石砂粒
を含む 暗褐色

(内 )撫で
(外)撫で底部網代痕

底部破片

土師器 鉢
金色雲母・ 白・
黒色粒子を含み
密

にぶい褐色
(内 )横刷毛目
(外)口縁部横撫で縦刷毛目

口縁部破
片

土製品脚
車
(厚) (径 )
(2.0),(■ 2),一

金色雲母を多く
含み密

にぶい赤褐色 1/3残

(単位 cm)
番
号 種類 器形

法  量
胎  土 勇寮要F 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・口径・底径

1
姓
土器

甕
金色雲母、白色
粒子を含み密

褐色
(内 )撫で
(外)櫛描波状文

破片

須恵器 甕 白色粒子を含み
密

灰黄色
黄褐色

(内 )撫で
(外 )日「き目

破片
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第 4節 水田址と出土遺物

第 2区東側から水田址が検出された (第 3図参照)。 検出した規模は東西9m、 南北7.5mの約

67.5Efである。遺構確認用のトレンチ掘り下げに際して酸化鉄が沈積する褐色キを鍵層として確

認したものである。畦畔が検出されなかったため1面のみ、しかも部分的な検出となろう。砂礫

が堆積する第 3号溝が水田脇から検出されたが、水田址に伴う水路であるか判断できなかった。

上層断面からは後の掘り込みとは異なり同一面からの検出であった。他に水口なども検出されな

かった。水田下には安定して黒色粘質上の堆積が見られ、湿潤性の高い低湿地に堆積した有機質

を含む土壌が水田の出発点であったことが確認できる。水田面からの出土遺物は縄文時代から平

安時代まで各時代の遺物を含み遺構の時期を特定できない。更に下層の黒色粘質土からも遺物の

出上が見られたが、縄文土器から平安時代までの上器を含んでいた。

出上した遺物は大部分が細片ばかりであるが、実測可能なものをいくつか載せた (第 42図 )。

1は甲斐型の郭である。体部外面ヘラケズリし、内面には暗文が施される。 9世紀前半に位置付

けられる。 2・ 4は古墳時代後期の邪と高郭脚部であろう。3は底部に糸切り痕を残す皿となろ

う。11世紀代に位置付けられる。

<水田址出土遺物一覧>

第42図 水田址出十義物

0       1:3      10cm

(単位 qll)

番
号 籐 器形

法  量
胎  土

調
＞面而
内
及

色
く 整 形・特 徴。その他 残存率

器高・ 口径・底径

1 土師器 邦 〔2.8),一 ,6.0 李を暮泳碁色泣橙色 隣要発 Jり底部回転糸切り後ヘラ削り
2/3残

土師器 郭 〔3.0),一 ,一 藉灘鳥褐色 擁;擦義騒撫で肩部ヘラ削り 体部破片

土師器 皿 :1,5),一 ,(4。 4) 懇報ヽ恥 にぶい赤褐色 腺 ;攘禁尋底部回転糸切り痕 緞
4 土師器 高獅 (駐 1),一 ,一 錦詩贔寝難琶 隙;父ヨ酬′ 脚部破片

土師器 甕 (2.2),一 ,(7.4) 暮ゑ轟色砂粒
を
黒褐色 〔界;機尋 醐 片
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第 5節 溝状凹地遺構と出土遺物

第 4・ 5区の南側にまたがって検出された遺構である (第 4図参照)。 第 5区調査当初は自然

流路かと思い調査を行なったが、第 4区調査時の土層観察の結果、砂礫の堆積が確認できず、む

しろ絶えず流水していたというよりも、自然地形の落ち込みが滞水しながら埋没が進んだものと

判断した。

出土遺物はいずれも細片と化しており、縄文土器～平安時代の上器まである (第 43図 )。 1・

2は縄文土器片を取り上げた。 1に は細かい縄文が施され、 2の日縁部片には粘土紐が貼付され

る。 2は堀之内式に位置付けられる。 9～12には底部糸切り痕が残る皿を取り上げた。いずれも

11世紀代に位置付けられる。14はホルンフェルス製の打製石斧である。

<溝状凹地出土遺物一覧>
(単位 cm)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土 勇寮要評 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・ 口径・底径

1
文
器
縄
土 深鉢

金色雲母、赤・
白・黒色砂粒を
含み密

にぶい赤褐色 単節LR縄文 破片

文
器
縄
土 深鉢

白・黒色粒子を
含み密

にぶい黄褐色 (外)口縁部隆帯貼付刻み
口縁部破
片

土師器 一望 (3。 1),一 , 5.8 金色雲母、白色
砂粒を含み密

にぶい褐色
(内 )一部刷毛目撫で
(外)ヘ ラ撫で

底部のみ
残

須恵器 甕
白色粒子を含み
密

黄灰色
(内 )撫で
(外 )'日き目

破片

須恵器 甕 (4.1),一― ,一
白色砂粒を含み
密

黄灰色
(内 )輪積痕
(外 )ロ クロ撫で

胴部破片

須恵器 甕
白色粒子を含み
密

灰白色
(内 )撫で
(外 )]βき目

破片

7 土師器 皿 (2.3), 一 , 6.0
赤 。自・ 黒色砂
粒を含み密

にぶい橙色
(内 )ロ クロ撫で
(外)ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

底部破片

土製品鰤
車
(紡輪厚)(紡輪径)
0,9,   4.4

白・黒色砂粒を
含み密

におゞい赤褐色
(孔径)08
邪底部片を再利用

完形

土師器 皿 (1.2), 一―― , 5.8
金色雲母を多量
に含み密

にぶい赤褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )コ クロ撫で底部回転糸切り痕

底部破片

土師器 皿 (1.1), 一― , 3.6
量多を母

密
雲
み
色
含
金

に
にぶい褐色

(内 )。 クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

底部のみ
残

土師器 皿 ao
金色雲母を多量
に含み密

にぶい褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

1/7残

土師器 皿 (1.8),一 ,(4.2) 白
・黒色助 を
含み密

にぶい褐色
(内 )ロ クロ撫で
(外)ロ クロ撫で底部回転糸切り痕

1/3残

土師器謝講
皿
(3.7),一 ,(5,8)

金色雲母、赤・
白・黒色粒子を
合み密

明赤褐色
(内 )撫で
(外 )撫で

1/4残

石器
製
斧
打
石 石器観察表 (P65)に一括する
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第 6節 遺構外出土遺物

ここでは各調査区ごとに遺構外出土遺物を取り上げる。出土遺物には縄文上器から土師質にわ

たって見られる。

第1区 (第44図 1～ 5)からは遺構の検出がなかったため、遺物の出土も多くはない。いずれ

も細片からの復元実測である。 1は須恵器郷身の模倣郷で、日縁部が低く内傾しながら立ち上が

る。2は底部と口縁部の境に稜を有し、日縁部は直立気味に立ち上がる。どちらも体部外面はヘ

ラケズリされる。 3・ 4は底部に本葉痕が残る甕である。1～ 4は古墳時代後期に位置付けられ

る。5の須恵器郭の底部は回転ヘラケズリされる。

第 2区 (第44図 6～11)出土遺物として 6点の上器をあげた。6は縄文土器、堀之内期の深鉢

日縁部片、7は弥生時代後期の櫛描波状文が施される養口縁部片である。波状文は間隔が長く間

延びしたようになっている。11は弥生時代後期の甕底部であろう。3・ 10は古墳時代後期の塊・

甕である。9は須恵器提瓶の体部片となる。外面に同心円状のカキメがある。

第 3区 (第45図 12～第4o図33)か らは比較的遺物の出上が多かった。12～14は縄文土器を、15

～18は弥4キ器を、19～22は古墳時代後期の上器を、23以降は奈良・平安時代の土器をまとめた。

33の手捏土器は胎土に金色雲母を多く含んでいる。

第 4区 (第46図34～47)からは縄文土器から内耳土器を取り上げた。34は加曽利EⅣ式に、35

は称名寺式に比定できる。40は弥生後期の壷頚部片で、横線文が巡る。41は古墳時代後期の不口

縁部片である。4～46は甲斐型土器以降に位置付けられるものとなる。

第 5区 (第46図48・ 49)からは日縁部が短く「 く」の字状に外反する甕と柱状高台邪を取り上

げた。

その他、黒曜石製の石鏃が 2点、粘板岩製の磨製石鏃が1点、打製石斧が6点、用途不明の孔

が貫通する磨石様の石器が2点出土する。

<遺構外出土遺物一覧>
(単位 clll)

萱

勺
種類 器形

法  量
胎  土 罠辮戸 整 形・特 徴・その他 辮

器高。日径・底径

1 土師器 郷 (2.5),(lα  8), 赤。自・黒色コ
粒を含み密

黒色
灰褐色

(内 )ヘ ラ撫で
(外)口縁部撫で 体部ヘラ削り

口縁部破
片

2 土師器 不 (3.0),(11.2),
赤・白色砂粒を
含み密

にぶい褐色
暗褐色

(内 )撫で
(外 )日縁部撫で 体部ヘラ削り

口翻

片

3 土師器 甍 (2.6),一 ,5,2 砂粒を含み密 明赤褐色 底部木葉痕 底部破片

4 土師器 盪 (2.1),一 ,(比 8) 砂粒を含み密 にかい橙色 囀 韓 残調 餅

5 須恵器 郵 (1,1),一― ,(5。 8) 自
色砂粒を多く
合み密

黄灰色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )底部回転ヘラ切り

嘆搬 片

6 緻
鍔
深鉢

白・黒色砂粒を
含み密 聴髄

(内 )口縁部に刻みと円形の刺突文
(外)波状口縁、波頂より隆帯垂下、隆
帯上に刻み

日縁部破
片
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宴
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第 1区
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0        1:3      10cm 第 2区

(単位 cm)

344図 遺構外出十惜物  (第 1・ 2区 )

番

号 種類 器形
法  量

胎  土
調

≫
面
面
内
択

色

く 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・ 口径・底径

7 姓
鍔
甕

白・黒色砂粒を
含み密

灰褐色
口縁部刻み
5条 1単位の櫛描波状文

口縁部破
片

8 土師質 婉 (3.1),一 ,一 金色雲母、石英を含み密
褐色 (内外)磨き 底部破片

9 須恵器 提瓶
自色砂粒を合み
密

灰青色 (外 )同心円状の低き目 破片

文
器
縄
土 耕 (3.3),一 ,(0,0) 赤

。白・黒色粒
子を含む

にぶい赤褐色
(内 )撫で
(外)底部木葉痕

底部破片

土師器 甕 (3.5), 一 ,(8.6)
金色雲母、有・
黒色砂粒を含み
密

にぶい褐色
(内 )撫で
(外)刷毛目底部磨き

底部破片

縄文
土器
深鉢

ホ。自・黒色砂
舷を含み密

にぶい赤褐色 ハの字文 胴部破片

文
器
縄
土 深鉢

白色砂粒を含み
密

褐色
隆帯により曲線的な文様抽出
刺突文が充填

胴部破片
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(単位 cm)
番
号 種類 器形

法  量
胎  土

調

＞
面
而
内
Ａ

色

く 整 形。特 徴。その他 残存率
器高・ 口径 。底径

緻
鍔
深鉢

白・黒色砂粒を
含み密

灰黄褐色 口縁部に刺突文と刻みがめぐる
日縁部破
片

生
器
弥
土 甕 細砂粒を含み密 にぶい橙色 (外 )3条 1単位の櫛描波状文

口縁部破
片

姓
鍔
甕 鰤砂粒を含み密 医褐色

(外 )日縁部刻み、3条 1単位の櫛描波
状文

口翻
片

17
生
器
弥
土 甕 lH砂粒を含み密 にぶい橙色 (外 )3条 1単位の櫛描波状文

口縁部破
片

土師器 甑 (5。 6),一 , 6.2
金色雲母、石英、
自・黒色粒子を
含み密

褐色
(内 )ヘラ撫で
(外 )縦刷毛目

1/3残

上師器 堺 (3.3),一 ,一 金色雲母、砂粗
を含み密

にぶい赤褐色
(内 )横撫で
(外 )体部横撫で底部ヘラ削り

破片

土師器 郭 (3.0),一 ,一 赤色粒子を含み
密

黒色
灰黄褐色

(内)ヘ ラ磨き、内黒
(外 )撫でヘラ削り

1/4残

土師器 高不 (2.4),一 ,一
金色雲母、赤・
白色砂粒を含み
密

黒褐色
(内 )撫で
(外 )ヘラ撫で

翻 片

土師器 高邦 (5.0),一 ,一 赤
。白色砂粒を
含み密

黒褐色
にかい赤褐色

(内 )撫で
(外)ヘ ラ削り、赤彩

脚部破片

土師器 不 ( 3.6),(15。 2),(12.0)
金色雲母、赤色
砂粒を含み密

明赤褐色 (内外)格子目暗文あり
日縁部破
片

土師器 郭 4,3,(12.6),( 砂粒を合み密 にぶい橙色
(内 )暗文あり
(外 )ヘラ削り

1/4残

土師器 郵 4.5,(11.0),4.6 赤
・白色粒子を
含み密

浅黄橙色
橙色

(内 )横撫で
(外)日縁部横撫で体部ヘラ削り

4/5残

獲恵器 蓋
4.0,(15。 8), 罐２．２

赤・白色粒子を
含み密

天色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )上部回転ヘラ削り

1/3残

須恵器 郷 3.6,(12.4), 赤・白色粒子を
含み密

灰色
オリーブ黒色

(内 )ロ クロ撫で
(外)底部回転糸切り痕

2/3残

須恵器 郭 (2.8),一 ,(9.0) 白色粒子を含み
密

にぶい黄構色
灰オリーブ～に
ぶい褐色

(内 )ロ クロ撫で
(外 )底部回転糸切り痕

醐 片

須恵器 郭 (1,7),一 ,(8.4) 白・黒色粒子を
含み密

黄灰色
(内 )ロ クロ撫で
(外 )底部糸切り痕

底部破片

釉
器
灰
陶

台
郭
一島
付 (3.4), 一 ,(8.6)

白・黒色粒子を
含み密

にぶい黄褐色～
にぶい緑色
灰オリーブ色

(内 )施釉され表面ざらざらしている
(外 )ロ クロ撫で、底部付高台

底部破片

土師質 邪 4.1,(13.8), 金色雲母を多量
に含む

色
色
褐
褐
黒
暗

(内 )ロ クロ撫で
(外 )底部回転糸切り痕

1/2残

土師質 郷 (1.5),一 , 4.4 金色雲母を多量に含む
にぶい赤褐色

(内 )コ クロ撫で
(外 )底部回転糸切り痕

底部のみ
残

捏
器
手
土

3.5, 4.3, 3.0 金色雲母を多量
に含む

にぶい赤褐色
(内 )撫で
(外 )撫で指頭痕

ほぼ完形

緻
鍔
深鉢

自・黒色砂粒を
含み密

灰褐色 (内 )撫で
(外 )無節LR縄文 破片

文
器
縄
土 深鉢

自色粒子を合み
密

赤褐色
(内 )撫で
(外 )平行沈線による曲線的な文様、空
白部単節LR縄文

破片

縄文
土器
深鉢

赤・自・黒色砂
粒を含み密

褐色
(ぬ )撫で
(外 )櫛歯状工具による沈線

破片

弥生
土器

甕

金色雲母、自・
黒色砂粒を含み
密

黒褐色
(内 )撫で
(外 )簾状文、櫛描波状文

破片
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(単位 cm)
番
号 種類 器形

法  量
胎  上

調

≫
面
而
内
Ａ

色

く 整 形・特 徴。その他 残存率
器高・口径・底径

弥生
上器

甕 砂粒を含み密 にぶい格色
(内 )撫で
(外 )口縁部刻み、櫛描波状文

口縁部破
片

土師器 甕 (11.4),11.6,一 白色粒子を多く
含み密

にぶい褐色
(内 )横刷毛目
(外 )口縁部刻み横撫で胴部刷毛目

日縁部～
胴部1/3
残

弥生
上器

壼
金色雲母砂粒を
含み密

暗赤褐色
(内 )赤彩
(外 )顕部9本の沈線、赤彩

破片

土師器 邦 12.5), 6.6,一 微砂粒を含み密 黒褐色 (内 )横撫で、ヘラ磨き
(外)横撫で、ヘラ磨き

口縁部破
片

須恵器 甕 砂粒を含み密 黄灰色
(内 )ロ クロ撫で
(外)HPき 目

破片

賓恵器 甕
白・黒色砂粒を
含み密

黄灰色
(内 )コ クロ撫で
(外 )叩き目

破片

土師器 郷 :1.3), 一― ,(8.2) 微砂粒を含み密 にぶい橙色
内

外
ロクロ撫で
ロクロ撫で、底部回転糸切り痕

底部破片

土師質
高台
付皿
〔3.3),一 ,一 金色雲母を多量に合み密

暗赤褐色
内

外

ロクロ撫で
ロクロ撫で

皿部破片

土師質
高台
付皿
〔3.2),一― , 5。 6

金色雲母を多量
に合み密

皿部内側黒褐色
暗赤褐色

(内 )ロ クロ撫で
(外 )ロ クロ撫で

台部4/5
残

土師質 鵬
鍋
:5.5),一 ,一 赤・ 白・黒3印

粒を合み密
にぶい橙色
黒褐色

(内 )ヘ ラ撫で
(外 )撫で

破片

土師器 甕 5,0),12.2,一 石英・砂粒を含
み密

黒褐色
(内 )ヘ ラ撫で
(外 )縦刷毛目

口縁部破
片

土師器献論
皿
3,3),一 ,(6.2)

金色雲母、赤・
白・黒色砂粒を
含み密

にぶい黄橙色 (外 )底部回転糸切り痕(不鮮明) Ⅷ
片
醐
翻
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石 器 観 察 表

番 号 出上位置 器 種 長 (cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量(D 石  材 形態 備考

第 7図 6 1号 住 打製石斧 (7.2 (9,0 (104.7 頁 岩 短冊形

第 8図 7 2号 住 (8.2 1.6 (112.4 珪 質 頁 岩

第13図 6 5号 住 磨  石 (11.5 6.6 4.7 (439.9 石英安山岩 磨面 1

〃  7 石  棒 (18.7 (11.5) 8.8 3,470,0 輝石安山岩

第23図 2 11号 住 打製石斧 8.5 5。 35 50。7 頁 岩

″  3 磨  石 17.0 9.0 1,137.8 要英島閃薯 磨面 2

第31図 9 15号 住 凹  石 10。 2 (6.1 (4.9 (327.5
多 孔 質
石英安山岩

第43図 14 溝状凹地 打製石斧 (10.6 5,0 2.4 (153.3 硬 砂 岩

第47図 1 2 区 石  鏃 1.45 0.37 0.5 黒 曜 石

″  2 区 (1.OT 1.12 (0。Z 黒 曜 石

″  3 磨製石鏃 (2.66〕 (2.18 0。 26 (2.1 粘 板 岩

〃  4 区 打製石斧 10.6 1.9 108,0 砂 質 片 岩 短冊形

〃  5 区 13.2 6.2 2.1 164.5 砂質粘板岩

〃  6 13.6 4.6 工8 113.2 千 枚 岩

〃  7 2    優至 (11.0 7.8 2.2 (219。 5
ン

スレ

レ

ノ

′

エ

ホ

フ 撥 形

第48図 8 3    優至 12.1 6.3 2.2 188.2 千 枚 岩

〃  9 2    屋至 (15。 4 10.2 4.1 (718。 1 硬 砂 岩 短冊形

〃  10 3    優至 (4,9 6.4 3.6 (108.4
石
岩山
閃
安英

角
石

〃   11 5    Σ至 8.6 5.9 3.75 172.0 玄 武 岩
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第 4

弥生時代

今回の調査で検出された遺構は住居址 6軒であった。いずれも弥生時代後期に位置付けられる

ものである。これによって市内で当該期に位置付けられる遺跡は6遺跡・ 27軒の住居址を数える

こととなった。その全てが本遺跡も位置する翻 II右岸の河岸段丘上である。検出した住居址は全

て調査区外へ広がるため、その全体を把握することは困難である。住居の形態は小判形あるいは

隅丸方形となり、11号住などは比較的大型の住居址となろう。出上した遺物はそれほど多くなく、

10・ 12・ 15号住などから全体の器形が分かる土器が僅かに出土している。12号住出上の甕 (第24

図 2)に見られる波状文は日縁部から胴中位にかけて施され、また15号住出上の壷 (第31図 2)

に施される波状文は振動が大きく、斜行するなど乱れが感じ取れる。時間的にはより後出のもの

となろう。更に15号住出上の甕 (第31図 1)など肩が比較的強く張り、日縁部から胴中位にかけ

てハケメを文様風に残している。プロポーションからは古相な点が窺えるが、ハケメを残すとこ

ろなど時間的に新しさが感じられる。今回検出された住居址はいずれも弥生時代後期末に位置付

けられよう。

古墳時代

今回の調査では古墳時代後期に位置付けられる住居址 4軒を検出した。市内ではそれまで検出

例の無かった当該期の遺構を昨年度の後田第 2、 坂井堂ノ前遺跡につづいて検出した。これまで

他地域の例から推し測っていた当該期の様相を市内の資料から考察することが出来つつある。こ

こでは坂井堂ノ前遺跡も本遺跡と道路を隔てた反対側に位置するため、その成果をも含めて述べ

ていく。本遺跡から検出した遺構は住居址 4軒、坂井堂ノ前遺跡からは2軒の住居址が調査され

た。都合 6軒の住居址を検出したことになる。住居址の規模は一辺 4～ 5m程となる。出上した

遺跡は土師器郭・坑・甕 。重・鉢・甑などがある。郭は丸底で体部と口縁部の境に稜を有し、日

縁部が緩やかに内湾しながら外反し、日唇部に至り湾曲する内湾日縁郭が大部分となる。しかも

これら堺には既に偏平化の様相が窺われる。甕はほとんどが長胴となり、ハケ整形されたものが

主体を占めるようだが、本遺跡 6号住出土資料はヘラケズリされるものが多くなっている。 8号

住から出土する甕 (第18図 3)は最大径が口縁部にあり、既に長胴化が極限にまで達しているこ

とが知れる。本遺跡及び坂井堂ノ前遺跡出土土器は年代的には7世紀前葉に位置付けられよう。

前述したように昨年度からの調査によって市内の歴史的空間期間が埋まりつつある。既に古墳時

代前期には七里岩台地上に住居址約100軒を検出した坂井南遺跡が存在し、前期を通じ比較的安

定した居住が認められる。その後中期の遺跡は市内では調査例が少なく、僅かに本遺跡から南東

へ約900m、 塩川の河岸段丘崖近くに位置し、住居址 3軒を検出した枇杷塚遺跡のみが知られる。

資料の絶対数が足りない現状で多くを語ることは慎まなければならないが、古墳時代中期以降そ

圭早 めとま
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れまで前期を通じ七里岩台地上に存在した住居域は藤井平に移動し生産域と近接して、更に言え

ば土地とより緊密した状態となって経営が行われたと推測している。今回検出された水田址など

は残念ながらその時期を特定できなかったが、集落の縁辺に存在する低湿地を利用して経営され

ており、こうした状況が古墳時代後期においても推定できるであろう。

奈良時代

今回の調査では奈良時代に位置付けられる居住址を 2軒検出した。また坂井堂ノ前遺跡からも

2軒の住居址を検出していることから、ここでもその成果を含めて述べていく。検出した住居址

の規模は、一辺 3～ 4m程となり、カマドは東壁に作られている。出土した遺物は須恵器蓋・堺・

甕・壷、土師器邦・甕・鉢などがある。特に坂井堂ノ前遺跡 4号住からは盤状郭と甲斐型郭の出

現期のもの及びロクロ整形上師器甕などが良好な一括資料となっている。時期的には両遺跡とも

検出されたいずれの住居址も8世紀前半に位置付けられよう。特に甲斐型土器研究グループによ

る研究成果により、甲斐型土器の出現が従来より約50年朔る結果となり、それまで奈良時代にお

かれていた盤状堺も8世紀前半に押し込められる状況となった現在では奈良時代前半の土器様相

について再考すべき時に来ていよう。更に今回古墳時代後期の住居址と共に奈良時代の住居址が

検出されたことは注意を要する。市内において現在まで奈良時代の遺跡は藤井平を中心として検

出されているが、古墳時代後期から引き続き居住が認められる遺跡の検出は坂井堂ノ前遺跡を含

めた本遺跡のみである。特に調査面積約19,0004fに も及び、奈良・平安時代の住居址417軒を検

出した宮ノ前遺跡では6～ 7世紀代からの住居は認められず 8世紀前半代から突如として生活の

痕跡が現れる。こうした現象を報告者は開墾奨励政策による計画的移住とみて、宮ノ前遺跡を開

墾集団の集落と解釈しているが、一方では本遺跡のような弥生時代に始まり、少なくとも古墳時

代後期より連綿と形成され続けたいわぽ伝統的な集落も同時に存在したことになる。今後こうし

た2類型の集落が設定出来るのか事例の集積を待って考えてみるべきであろう。尚、これは過去

の調査における地点・範囲の制約を、また古墳時代後期の遺跡が昨年度になってようやく検出さ

れたこと等当然に考慮しなければならないが、宮ノ前遺跡における事例を勘案するならばなお一

考を要すると思われる。

平安時代

該期に位置付けられる遺構は 1・ 3号住、 1～ 4号土坑、 4号溝などがある。 1号住は11世紀

前後に、 3号住は年代決定にやや決めてを欠くが 9世紀前半以降となろう。他は残念ながら年代

決定には到らなかった。 2軒の住居は重複関係にあるが、年代的に隔たりがある。また検出され

た水田址なども該期に位置付けられる可能性を持つが、年代的位置付けは出来なかった。今後の

課題としておきたい。

最後に本遺跡から発見された遺構と遺物は各時代を解明するのに重要なものであり、本書が今

後の調査・研究に少しでも資することが出来ればこの上ない喜びである。
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版図



図 版

後田堂ノ前遺跡から富士山を望む

後田堂ノ前から茅ケ岳を望む



図 版 2

試掘調査 調査風景

調査区全景(1区 )

調査区全景(2区 )



図 版 3

調査区全景 (3区 )

調査区全景 (4区 )

Ⅷ

第 1・ 2号佳居址



図 版 4

第 4号 住 居 址

第 5号 住 居 址

第 10号 住 居 址



図 版 5

第 11号 住 居 址

第 12号 住 居 址

第 13号 住 居 址



図 版 6

第 14号 住 居 址

第 15号 住 居 址

第 16号 住 居 址



第12号住遺物出土状況 第15号住遺物出土状況

第 1号溝 第 2号溝

第 3号溝 第 4号溝

第 1号集石土坑 調査風景



4号住居址出+惜物

5号住居址出土遺物



図 版 9

6号住居址出土遺物

8号住居址出土遺物 10号住居址出土遺物

12号住居址出+浩物 15号住居址出土遺物
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